
専
門
基
礎
科
目

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ICTアセスメント概論
情報リテラシー演習
情報と社会
教養数学（a）
教養数学（b）
統計学基礎※MS

情報環境論
線形代数学（1a）※MS
線形代数学（1b）※MS
微分積分学（1a）※MS
微分積分学（1b）※MS

情報と職業
情報と法
メディアと表現
線形代数学（2a）※MS
線形代数学（2b）※MS
微分積分学（2a）※MS
微分積分学（2b）※MS
確率統計（a）※MS
確率統計（b）※MS
情報セキュリティ

データベース 
キャリアデザイン
サイエンス・スタディーズ

情報の倫理 アカウンティングシステム

P
B
L
科
目

SD PBL（1） SD PBL（2） SD PBL（3）

専
門
科
目

学科基盤
科目

情報数学
プログラミング
　基礎演習A

ア ルゴリズムと 
プログラミング

プログラミング基礎演習B
コンピュータシステム
コンピュータグラフィックス
コンピュータネットワーク
オペレーティングシステム
ソフトウエア開発技法

プログラミング演習A
プログラミング演習B
ディジタル信号処理
情報理論

システム開発演習A
システム開発演習B
オブジェクト指向方法論
人工知能とデータマイニング※DS
ヒューマンコンピュータ 
　インタラクション

ＬＡＮ環境演習
データ分析法

学科専門
科目

［システム
デザイン
分野］

サーバシステム構築
サーバ運用技術

マルチメディア情報処理
コンピュータシミュレーション
マルチメディア記述法
ビジュアライゼーション

Webプログラミング 

学科専門
科目

［ICT
アセスメント
分野］

電子商取引論 組織とマネジメント
企業統治と情報管理

システムソリューション
ネットワークセキュリティ

卒業研究
関連

事例研究 卒業研究（1） 卒業研究（2）

※上記の他、教養科目、語学科目などの学部・学科共通科目を設置しています。詳細はP.94をご覧ください。
※MSは数理科学分野　※DSはデータサイエンス分野
■字は選択科目　■字は必修科目　■字は選択必修科目

カリキュラムは2022年4月現在のもので、一部変更される場合があります。

学
部
学
科
紹
介

▍市野研究室（インタラクションデザイン）
人間の知的・創造的・社会的な活動を支
える道具としての情報システムの設計・
開発・評価

▍岩野研究室（音メディア処理）
音声・音楽・環境音・映像など「音」を中心と
したマルチメディア情報の知的処理

▍大谷研究室（人工知能）
進化計算アルゴリズムによる最適解探索
や、学習・推論・知識獲得など高度な知的
処理に関する研究

▍小倉研究室（次世代信号処理とソフトウェア）
ハードルの高いコンピュータの信号処理に
対処するための次世代信号処理を研究

▍関［良］研究室（情報セキュリティ）
利用者自身が各種セキュリティの脅威を認
識・対応できる情報共有システムを開発

▍宮地研究室（3次元可視化）
データを意味のある情報に変換するための
3次元可視化技術の研究とシステム構築

▍横井研究室（情報環境技術）
最新情報技術を活用し、快適で安全・ 
安心な環境の創造・実現・評価を行う

▍藤原研究室（ソフトウェア開発者支援）
プログラムそのものやソフトウェア開発の
履歴を分析することでソフトウェア開発者
を支援する

▍増田研究室（ソフトウェア工学）
ICTをより広く社会で利用するために品
質の高いソフトウェアを効率良く開発す
る技術の研究

▍三川研究室（機械学習とデータ解析）
統計解析、機械学習を活用することで、
データに潜む関係性、規則性を抽出するた
めのモデルを開発　

[ 専門的に学べる研究室 ]

	 ●	システムデザイン分野
	 ●	ICTアセスメント分野 卒業研究

研究室に所属し学びを深める
3年次からは各研究室に配属されます。1
年間を通して具体的な事例をもとに、研究
テーマの見つけ方や研究の進め方などを
学ぶ、少人数制の「事例研究」を行います。

集大成として卒業研究に取り組む
4年次は専門分野について自主的に研究
を進め、大学生活4年間の集大成として
卒業研究に取り組みます。

1 年 2年 3年 4年

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

[ めざせる資格・免許 ] ● 高等学校教諭一種免許状（情報）　★ 基本情報技術者　★ 応用情報技術者　★ ITサービスマネージャ

●所定の単位を修得すると得られる資格（実務・研修・講習を含む）　★めざせる資格　

● 情報システムの構築力を修得　　● システムデザインを実践的に学修　　● ICTアセスメント力を強化[ 学科の特徴 ]

教養や専門の基礎を養う 専門分野の基礎を積み上げる

教養・基礎力を養う
教養・基礎科目および情報学・数学
の基礎力、プログラミングなどを修得
しながら、自分の興味のある分野を絞
り込んでいきます。

専門分野の学修を進める
2年次からは各専門分野の科目を中心に
学修を進めます。

在校生の学科を選んだ理由を知りたい人は

89〜90ページへ▶LINKS ▶	もっと詳しく
資格・免許の詳細は

129ページへ▶
学びの領域は

31〜32ページへ▶
卒業後の仕事のイメージは

119〜128ページへ▶

ソフトウェア開発のためのソフトウェア開発!?

情報システム学科の「未来に活きるKeywords」

コロナ禍で求められてきた非接触コミュニケーション。これを支えているのは、紛れ
もなくITの力です。しかし世の中が次々とデジタル化していく中、重要になってくる
のは情報漏洩などを防ぐための情報セキュリティという視点。便利な技術が一転し
て脅威にならないよう、情報の守り方も学んでいく必要があります。

非接触コミュニケーション

情報セキュリティ

私

開発者支援と教育で未来の扉を開ける。

メディア情報学部　情報システム学科　
藤原研究室（ソフトウェア開発者支援）

藤原	賢二	講師

が研究している「ソフトウェア

工学」は比較的新しい研究領域

で、情報技術やソフトウェア、プ

ログラミングが必要不可欠な現代社会から誕

生した分野といえるでしょう。研究内容は、ソ

フトウェア開発の効率を向上させるためのソ

フトウェア開発。例えば、ビッグデータ解

析やAIの活用に伴い、技術は高度化し、

開発者などはますます高度な技術を

習得し、使いこなす必要があります。そ

うした、ソフトウェア開発における諸問題

を工学的に解決する方法を探求するのがソフ

トウェア工学です。その中でも私は特に、開発

者支援と人材教育に着目しています。過去の研

究では、学生が行うプログラミング実習におい

て、その過程と変更履歴を収集・分析。そこから

学生の「行き詰まり」を自動的に検出する手法

を開発しました。これにより、学生がどこで間違

えやすいのかなど、学習進度を可視化すること

が可能となりました。

また、AIによる自動プログラム作成システムを

活用できるようになれば、より短期間でのソフ

トウェア開発や複雑なシステムを効率良く開発

することが可能になるかもしれません。し

かし、そのAIによる支援を考えるのは

「人」であり、その基礎となる技術を

開発するのもソフトウェア工学分野で

あると考えます。

誰もが気軽にソフトウェア開発できれば、それ

は正に社会をゲームチェンジする力となるはず

です。そのためにも、世の中のソフトウェアエン

ジニアが全体的にレベルアップできるような教

育支援やそのための技術開発を研究していきた

いと考えています。

研究室 
 Pick up！

檜山	喬子（3年）
神奈川県函嶺白百合学園高等学校出身

　　　 　 Student VOICE ▶	学科の学びと私の未来

物事を多角的にみると
相手の立場がみえてくる。

■ システム開発の仕事で活躍する

止まってはいけないシステムの対策と
はなにか？ どう行動するべきか？ 私
にはまだ知らないことがたくさんありま
す。これからも学びを通して安心・安全
なシステムを追究していきたいです。

■ Webプログラミング
Webページを自分で制作する授業です。
自分が考えた通りに作れた時はとても
感動しました。「実際はこのようにプロ
グラミングされて作られているのか」と
理解することができ、とても興味がわ
いたことを今でも覚えています。

      Pick up!

＜成長につながった授業＞

いわゆる「システム」の周りには必ず利用者と開発者がいます。
開発者は利用者について理解する必要があります。そうするこ
とで利用者が使いやすいシステムができるからです。しかし世の
中には利用者にとって使いやすいシステムでないものも存在し
ます。そのため、私は様々な立場で物事を考えるようになりました。

メディア情報学部

快適で安全に利用できるシステムを

 設計・構築する技術を学ぶ。

情報システム学科

横浜キャンパス

私の未来に向けて変えること
hangehange

065 066
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